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  2015年５月 14日 

  インフォコム株 式 会 社 

  代表取締役社長   竹原  教博 

   （ 東 証 J A S D A Q ： 4 3 4 8 ） 

 

社内 SNS をセキュアに活用！ 
情報共有/コミュニケーション強化アプリをリリース！  

危機管理ポータルサービス「BCPortal®」のスマートデバイス向け機能 
「タイムライン」・「グループトーク」 

 

インフォコム株式会社（東京都渋谷区、以下インフォコム）は、導入企業数約 800 社/ユーザー数 200 万人を有

する緊急連絡/安否確認システム「エマージェンシーコール®」のユーザーニーズから誕生した危機管理ポータル

サービス「BCPortal®」（ビーシーポータル）の新機能として「タイムライン」・「グループトーク」をリリースいたしまし

た。お客様ごとの専用環境で、安全に社内SNSをご利用いただけるスマートデバイスアプリです。 

 

 

【緊急時におけるコミュニケーションの課題】 

企業におけるスマートデバイス利用は着実に普及しており、半数を超える企業が利用しているといわれていま

す。それとともに社員間のコミュニケーション/連絡手段として、一般的な SNS（ソーシャルネットワーキングサー

ビス）の活用も拡がりを見せています。 

2011 年の東日本大震災の際、有用な連絡方法として SNS の活用に注目が集まりました。しかしながら、一般

的な SNSを法人として利用する場合、 

 機密情報や個人情報等の漏えい 

 発言の社外拡散 

 世界中で利用されているため、災害発生など接続が集中する状況で本当に利用できるかどうか分からない 

など、不安要素があるのも現状です。 

 

 

【お客様専用環境で安全にご利用いただける SNS 】 

「BCPortal®」（ビーシーポータル）の新機能である「タイムライン」・「グループトーク」は、お客様専用のクローズ

ドな環境をご提供することにより、情報漏えいや発言拡散の心配なく、メンバー間のコミュニケーションを安心・安

全な環境で行うことができるスマートデバイス向けアプリです。 

 

＜活用例＞ 

東日本大震災では、 

・ 会社の状況がどうなっているのか 

・ 部下は安全な状況にあるのか 

といった情報をなかなか入手できず、次のアクションに移せなかったという声が多く聞かれました。 

「タイムライン」「グループトーク」アプリを活用することで、例えば出社の要不要などの会社からのメッセ

ージを外出先からスマートデバイスで確認できるほか、外出しているメンバーが現在どのような状況にあ

るのか、帰社は可能なのか、などの状況をメンバー内で共有することが可能です。 

  

http://www.infocom.co.jp/�
http://www.infocom-sb.jp/�
http://www.sales-bcportal.jp/�
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◆画面イメージ 

 

 

 

【利用料金（例）】 

初期設定費 200,000円（税別） 

基本月額費用  30,000円（税別）   

SNSパック      40,000円（税別）  ※タイムライン＋グループトーク 100名の場合 
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◆セミナーのご案内 

≪ 危機管理担当者必見！災害発生時の意思決定に必要な 3つの事項≫ 

 

いつ起こるか分からない大災害。いざという時に従業員の命と会社を守ることができるでしょうか。  

災害対策には、正しい知識と日頃の備え、そして的確な判断が求められます。 

本セミナーでは、災害発生時におさえるべき 3つの事項について、分かり易くお伝えしてまいります。 

企業の危機管理者の方の課題解決に有用なサービスのご紹介も予定しております。奮ってご参加ください。 

 日時：   2015年 5月 15日（金）   15：00～17：00  

   2015年 6月 2日（火） 15：00～17：00 

 場所：   インフォコム株式会社 原宿本社 5階セミナールーム 

 お申込み：  ホームページからご登録いただけます。 http://www.sales-bcportal.jp/ 

 

 

 

＜危機管理情報共有ポータルサービス「BCPortal®」（ビーシーポータル）について＞  

 「BCPortal®」 （ビーシーポータル）は、緊急時や災害時に                  

 安全確保に必要な防災情報の集約・共有 

 従業員への情報伝達とコミュニケーション 

 現場のリアルタイム状況の把握 

が可能となる、危機管理情報のポータルサービスです。月額３万円～とリーズナブルな料金体系で、常に身に着

けるスマートデバイスから、場所や時間を選ばずに災害時のさまざまな情報をスマートデバイスで簡単に共有が

可能です。 

＜緊急連絡/安否確認システム「エマージェンシーコール®」について＞      

 1995年１月17日に発生した阪神淡路大震災。当時、神戸の方々へボランティアとして提供された安否確認シス

テムは約 20,000 名の方々の安否確認を支援いたしました。「エマージェンシーコール」はその経験と多くの企業

様からの強いご要望により誕生した緊急連絡/安否確認システムです。 

サービス提供開始以来、幾多の災害を経験しお客様のご要望にお応えする機能を充実させてきたエマージェ

ンシーコールは、2011 年３月 11 日に発生した東日本大震災においても安定稼働を続けました。現在、約 800 社

200万人にご利用いただいているBCPツールです。 

 

以上 

＜BCPortal®に関するお問い合わせ先＞ 

インフォコム株式会社 

サービスビジネス事業本部 

サービスビジネス営業部 

東京都渋谷区神宮前２-34-17 

Tel： 

E-mail： 

URL： 

03-6866-3580 

mkt-info@infocom.co.jp 

http://www.infocom-sb.jp 

 

 

＜リリースに関するお問い合わせ先＞ 

インフォコム株式会社  広報・IR室 

東京都渋谷区神宮前２-34-17 

Tel： 

E-mail： 

URL： 

03-6866-3160 

pr@infocom.co.jp 

http://www.infocom.co.jp/ 
※ 本リリースに記載された会社名、サービス名及び製品名等は該当する各社の登録商標または出願中の商標です。 
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